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２ 算数・数学 

（２）小学校算数 

 ① 二等辺三角形を、円の性質と関連付けて捉えること【Ａ５（１）】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈解答類型・反応率と課題〉 

 
 
 
 
 
 
○解答類型２～４は、円の性質と二等辺三角形の特徴を関連付けずに、円の特徴を選択していると考

えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈関連する児童質問紙〉 

質問 
項目 

算数の授業で公式やきまりを習うと

き、そのわけを理解するようにしてい

ますか（肯定的回答） 
全国（公立） 県（公立） 自 校 
８０．６ ７７．９  

 59.3 

67.5 

74.4 

80.9 

当てはまらない

どちらかといえば、当てはまらない

どちらかといえば、当てはまる

当てはまる

小算Ａ

解答類型 全国（公立） 県（公立） 自　校

1 ◎ １　と解答しているもの 50.6 48.7

2 ２　と解答しているもの 21.0 23.2

3 ３　と解答しているもの 15.2 14.0

4 ４　と解答しているもの 11.4 12.2

9 上記以外の解答 0.2 0.2

0 無解答 1.6 1.7
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〈今後の指導に向けて〉 系統性を重視した授業実践を！ 

  算数の学習では、前の学年で何を習ったのか、次の学年にどうつながっているか、９年間の系統

性を見通して指導することが大切である。作図活動における道具の使い方や意義についても、初め

て使う学年を担当する場合は、単元の系統性を十分確認することが必要である。また、図形領域、

小数、分数など児童がつまずきやすいところについて、学年で指導内容や指導のポイントの共通理

解を図って、指導に当たることが重要である。 

【例 系統性を考えた図形領域の指導】※算数的活動における「つながり」を意識した指導 

「円と球」            

  ・「円、球」の学習で初めてコンパスを使う。 

・コンパスの操作に慣れさせるとともに、円の 

性質（中心、半径、直径）を理解させる。 

  ・「二等辺三角形、正三角形」の学習では、辺の長さに着目して、 

二等辺三角形や正三角形をコンパスを用いて作図する。その 

際、コンパスの道具としての特性を意識させることで､図形の 

性質の理解を更に深めさせる。 

※コンパスは単に円をかくだけでなく、等しい長さを測り取ったり移したりすることができる道

具で、長さを比べる場面でも活用できる。 

 

 
 

   ・「平行四辺形、ひし形」の作図においても、コンパスの特性を意識させる。「平行四辺形は向か

い合う辺の長さが等しい」、「ひし形は４つの辺の長さが等しい」という性質に着目して、コン

パスを用いて等しい長さを写し取って作図することで、図形の性質の理解を更に深めさせる。 

 

 

  ・「図形の合同」の学習では、辺の長さや角の大きさに着目し、コンパス、分度器を使って合同

な図形を作図することや、その過程を説明する活動を通して、図形についての理解を深めた

り、性質を確かめたりさせる。 

 

 

・「対称な図形」の学習では、作図する活動とともに、二等辺三角形は 

線対称な図形、平行四辺形は点対称な図形というように、これまで 

学習してきた図形と関連させた見方をすることで平面図形についての理解を深めさせる。 

・「図形の拡大と縮小」の作図では、一つの頂点に集まる辺や対角線の長さの比が一定である性

質とコンパスの特性を意識した、かく活動を通して、拡大図や縮図の意味や特徴を理解させる。 

３年 

４年 

ポイント 

・作図に使用する道具と単元の系統性を考えて指導することで、これまでの学習内容の定着や

これから学習する内容の理解を深めさせる。 

・作図の学習では、図形をかくだけでなく、なぜ作図できるのかをその道具（例えばコンパス）

の特徴を根拠にして、自分の言葉で説明する活動を充実させる。 

５年 

６年 

円 
半径を使った 
二等辺三角形 

「円、球」「二等辺三角形、正三角形」 

「平行四辺形、ひし形」 

「図形の合同」 

「対称な図形」「図形の拡大と縮小」 


